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奄美大島からの初記録を含むトンガリサカタザメ（シノノメサカタザメ科）の
国内における分布状況，および本種の標徴に関する再評価

飯野友香 1・前川隆則 2・本村浩之 3

A single specimen (1041 mm total length) of Rhynchobatus 
australiae (Whitley, 1939) (Rhinidae), collected from off Ama-
mi-oshima island in the Amami Islands, is described in detail. 
It represents the first record of the species from the island as 
well as the first specimen-based record from the Amami Islands. 
Examination of literature in this study shows that R. australiae 
have been recorded from the Sea of Japan (Fukui Prefecture), 
Osumi Peninsula (Kagoshima mainland), the East China Sea, the 
Amami Islands (Tokuno-shima and Okinoerabu-jima islands), 
the Okinawa Islands (Okinawa-jima island), and the Yaeyama 
Islands in Jpanasese waters. Rhynchobatus australiae occurs 
mainly in the Ryukyu Islands (one record from Fukui Prefecture 
probably based on transportation by the Tsushima Current), 
while the only Japanese congener Rhynchobatus mononoke 
Koeda et al., 2020 occurs mainly along the coast of the Japanese 
mainland (recorded from Chiba and Nagasaki prefectures, and 
Kagoshima mainland). Although R. australiae has been previ-
ously considered to differ from R. mononoke in the outer fold on 
the spiracle posterior margin similar in size to the inner fold (vs. 
more pronounced than the inner fold in the latter), the Amami 
specimen of R. australiae has the pronounced outer fold. Thus, 
this character is not always reliable to distinguish the two spe-
cies.
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 Abstract

日本国内におけるトンガリサカタザメ属 Rhynchobatus 

Müller and Henle, 1837は，1900年代初めから長らくトン

ガリサカタザメ Rhynchobatus australiae (Whitley, 1939)の

1種のみとされていた（石原ほか，1999; White et al., 2017; 

Eagderi et al., 2019）．トンガリサカタザメに適用される

学名は，波戸岡ほか（2013）では Rhynchobatus djiddensis 

(Forsskål, 1775)，石原（2019）では Rhynchobatus laevis (Bloch 

and Schneider, 1801)とされたが，Koeda et al. (2020)は R. 

laevisのホロタイプを含めた調査から，R. djiddensisがイン

ド洋西部に分布する種，R. laevisがインド洋北部に分布す

る種であることを確認し，トンガリサカタザメに適用す

べき学名を R. australiaeとした．なお，2020年に本属の国

内 2種目となるモノノケトンガリサカタザメ Rhynchobatus 

mononoke Koeda, Itou, Yamada and Motomura, 2020が 6標本

（千葉県館山市沖，長崎県茂木町沖，および鹿児島県の薩

摩半島西岸から得られた個体）に基づき記載された（Koeda 

et al., 2020）．

2021年 3月 26日に奄美大島からトンガリサカタザメに

同定される 1個体が漁獲された．本研究では，奄美大島産

の標本を本種の同島からの初記録として報告する．また，

日本国内においてトンガリサカタザメと同定されていた報

告の中にモノノケトンガリサカタザメが含まれている可能

性があることから，前者の国内における確かな分布記録を

把握するために，過去の報告の再検討を行った．さらに，

トンガリサカタザメの標徴について新たな知見が得られた

ため，ここに合わせて報告する．

材料と方法
標本の計測方法は Hubbs and Ishiyama (1968)と Koeda et 

al. (2020)にしたがった．また用語の和訳については岸本

ほか（2006）にしたがった．全長（Total length）は TLと

表記した．体各部の計測はノギスを用いて 1 mm単位まで

行い，計測値は全長に対する百分率で示した．生鮮時の体

色の記載は，固定前に撮影された標本のカラー写真に基づ

く．標本の作製，登録，撮影，および固定方法は本村（2009）

に準拠した．本報告に用いた標本は鹿児島大学総合研究博

物館（KAUM）に保管されており，上記の生鮮時の写真

は同館のデータベースに登録されている．モノノケトン
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ガリサカタザメ 2標本（KAUM–I. 156300，雌，1050 mm 

TL，長崎県西海市崎戸町近海，水深 60 m，2021年 4月 15

日，刺網，生栄丸，中島田正希購入；KAUM–I. 156284，雌，

1799 mm TL，産地・採集日不明，2021年 3月 14日までか

ごしま水族館にて飼育）を比較に用いた．

Rhynchobatus australiae (Whitley, 1939)

トンガリサカタザメ
（Figs. 1, 2）

標本　KAUM–I. 155944，雄，1041 mm TL，鹿児島県大

島郡宇検村　焼内湾沖　奄美大島，水深 50–60 m，2021年

3月 26日，一本釣り，岩下伸幸．

記載　標本の各体部の全長に対する割合（%）は以

下の通りである．尾叉長 95.7；尾鰭前長 87.8；第 1背鰭

前長 48.0；第 2背鰭前長 72.1；腹鰭前長 47.2；呼吸孔長

1.7；呼吸孔前長 21.0；鼻孔前長 15.5；体盤幅 36.4；体盤

長 43.9；頭長 31.0；躯幹部長 18.0；尾部長 51.0；総排泄孔

長 3.1；総排泄孔前長 47.0；体高 7.1；尾柄高 2.0；尾柄幅

3.5；吻長 17.2；口前吻長 20.5；眼窩径 1.7；第 1鰓裂長 1.5；

第 2鰓裂長 1.8；第 3鰓裂長 1.8；第 4鰓裂長 1.6；第 5鰓

裂長 1.3；両眼間隔 8.3；鼻孔間隔 3.6；口幅 6.8；第 1背鰭

長 11.7；第 1背鰭前縁長 14.4；第 1背鰭後縁長 10.5；第 1

背鰭基底長 6.1；第 1背鰭内縁長 5.8；第 1背鰭高 10.7；第

2背鰭長 8.8；第 2背鰭前縁長 10.8；第 2背鰭後縁長 7.5；

第 2背鰭基底長 4.4；第 2背鰭内縁長 4.6；第 2背鰭高 7.1；

Fig. 1. Fresh specimen of Rhynchobatus australiae collected from Amami-oshima island, Amami Islands, Kagoshima, Japan (KAUM–
I. 155944, male, 1041 mm TL). Top to bottom: lateral, dorsal, and ventral views, respectively.
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胸鰭長 22.8；胸鰭前縁長 17.1；胸鰭後縁長 15.0；胸鰭基底

長 19.0；胸鰭内縁長 3.8；胸鰭高 11.6；腹鰭長 12.8；腹鰭

前縁長 7.5；腹鰭後縁長 8.1；腹鰭基底長 4.9；腹鰭内縁長 7.9；

腹鰭高 5.3；尾鰭上葉長 15.5；尾鰭下葉長 11.6；背鰭間隔

17.5；腹鰭間隔 13.2；第 2背鰭と尾鰭の間隔 11.3；胸鰭と

腹鰭の間隔 7.2；腹鰭と尾鰭の間隔 37.3；腹鰭と第 1背鰭

の間隔 1.4；交接器内長 5.5；交接器外長 11.3．

頭と体はよく縦扁する．全身は小さい楯鱗に密に覆わ

れる．眼の上縁から呼吸孔後方にかけて（楕円形状），呼

吸孔後縁上から第 2背鰭起部にかけての正中線上（一部途

切れる），および肩帯部上部（直線状で後方が外側に僅か

に膨らむ）にやや鈍く尖った棘がある．吻部がよくすぼま

り（吻部縁辺がなす角は約 45°），縁辺後方が僅かにくび

れる．吻端はやや丸みをおびる．口は横裂型で下顎中央が

やや突出し，口幅は鼻孔幅と同程度．顎歯は小さくやや丸

みを帯びた菱形の歯が密に並ぶ．鼻孔は大きく口の前方の

腹面に位置し，内側がやや口に向かって切れ込む．鼻孔の

中央部よりもやや前方に 1対の皮弁をもつ．両眼間隔域は

平坦で，両眼間隔幅は口幅と同程度．呼吸孔は眼の後方に

位置し，眼径よりやや小さい．呼吸孔後縁に 2個の肉質突

起があり，外側のものは内側のものより大きい（約 1.5倍

の大きさ）．鰓裂は腹側に 5対あり，鰓裂幅は呼吸孔長と

同程度．胸鰭起部は眼よりもやや後方に位置する．胸鰭と

腹鰭は外角が鈍い三角形で，前縁と後縁がほぼ同長，腹鰭

後縁はやや内側に凹む．胸鰭基底は眼径大程度切れ込む．

交接器は腹鰭内縁から伸長し，やや縦扁する．胸鰭と腹鰭

の間隔は腹鰭前縁長と同程度．第 1背鰭起部は腹鰭起より

わずか後方に位置する．第 2背鰭は第 1背鰭と尾鰭の中間

よりわずかに後方に位置する．両背鰭は高く，先端は鎌状

で，よく尖る．第 1背鰭は第 2背鰭よりもやや大きい．尾

鰭は上葉が発達し，尾鰭上葉長は第 1背鰭長よりも長い．

尾鰭欠刻はなく後縁の湾入は緩やか．

色彩　生鮮時（Fig. 1）―体側背面は一様に褐色で，腹

面は一様に白色．吻部腹面に黒色斑が散在し，その内 1対

は吻部外縁（吻端の僅か後方）を縁取る．吻部背面の外縁

（腹面にある1対の黒色斑と同位置）に1対の白色斑がある．

眼の直下にやや不明瞭な 3白色斑が等間隔で並ぶ．肩帯中

央部に眼径よりやや小さい 1黒色斑があり，その斜め前方

に 3個（等間隔に並ぶ），斜め後方に 2個（密接する）の

小白色斑がある．その後方の胸鰭基部に 4–6個の小白色斑

がある．第 1背鰭直下の体側（5–6個が一列に並ぶ），胸

鰭縁辺（やや内側に 2列），および腹鰭（やや不明瞭）に

白色斑がある．第 1背鰭基部に 1対の不明瞭な白色斑があ

る．各鰭は胸鰭を除き，うすい褐色．胸鰭は内部が褐色で，

縁辺にしたがい，うすい褐色を呈する．

同定　奄美大島産の標本は，胸鰭起部が眼より後方に
位置すること，胸鰭と腹鰭が接しないこと，背鰭の先端が

鎌状によく尖ること，第 1背鰭起部が腹鰭起部の直上より

Fig. 2. Dorsal view of around the eyes of specimen (KAUM–I. 155944, male, 1041 mm TL) of Rhynchobatus australiae. Red and 
blue arrows indicate outer and inner spiracular folds.
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わずかに後方に位置すること，吻部がよくすぼまり（吻

部縁辺がなす角は約 45°），縁辺後方が僅かにくびれるこ

と，肩帯中央部に眼径よりやや小さい 1黒色斑があり，そ

の斜め前方に 3個，斜め後方に 2個の小白色斑があること，

および第 1背鰭直下の体側，胸鰭縁辺，および腹鰭（や

や不明瞭）に白色斑が散在することの特徴が波戸岡ほか

（2013），Koeda et al. (2020)，および小枝（2020）の示した

トンガリサカタザメの特徴とよく一致したため本種に同定

された．

なお，トンガリサカタザメは同じく日本に分布する唯

一の同属他種であるモノノケトンガリサカタザメと比較し

て，吻部がよくすぼまり，縁辺後方が僅かにくびれること

（後者では吻部が幅広く，縁辺は直線状），背鰭先端が鎌

状でよく尖ること（僅かに丸みをおびる），吻部腹面に大

きな黒色斑がないこと（吻部前半全体にかけて大きな黒色

斑がある），胸鰭と腹鰭外縁，および尾部に白色斑が散在

すること（白色斑を欠く），および肩帯中央部に眼径より

やや小さい 1黒色斑があり，その周囲に複数の小白色斑が

あること［後者では黒色斑の後方に 1小白色斑のみがある

（稀に欠く）］によって識別される（Koeda et al., 2020；小

枝，2020；本研究）．なお，トンガリサカタザメは吻部が

よくすぼまり，縁辺後方が僅かにくびれ，かつ肩帯中央部

の 1黒色斑の斜め前方に等間隔に並ぶ 3白色斑があること

によって全ての同属他種から識別される（Last et al., 2016; 

Koeda et al., 2020）．

標徴の再評価　Koeda et al. (2020)はトンガリサカタザ

メ属各種の比較（Koeda et al., 2020: table 3）で，本属に含

まれる種の識別的特徴として，呼吸孔後縁にある 2個の

肉質突起の大きさを挙げた［モノノケトンガリサカタザ

メでは外側のものが内側のものより大きく（Koeda et al., 

2020），トンガリサカタザメでは両方とも同程度の大きさ

（Last et al., 2016より引用）］．しかし，本研究で記載した

トンガリサカタザメの標本では，2個の肉質突起の内，外

側のものが内側のものより大きい（約 1.5倍の大きさ）（Fig. 

2）．したがって，呼吸孔後縁の肉質突起の大きさは，これ

まで考えられてきた種内変異より大きな変異があると考え

られ，トンガリサカタザメ属に含まれる種を識別する形質

としては有効ではない可能性がある．

日本国内における分布　日本国内において，これま
でトンガリサカタザメを扱った文献は以下の通りであ

る：Temminck and Schlegel (1845)（長崎から記録），Jordan 

and Snyder (1901)（長崎；Temminck and Schlegelを引用），

Jordan and Fowler (1903)（尾道，広島，敦賀，博多），Ka-

mohara (1964)（土佐湾），道津・冨山（1967）（佐世保），

石原（1997）（東シナ海），石原ほか（1999）（沖縄島），山

田ほか（2007）（東シナ海），財団法人鹿児島市水族館公社

（2008）と公益財団法人鹿児島市水族館公社（2018）（薩摩

半島西岸），三浦（2012）（沖縄島），波戸岡ほか（2013）（和

歌山県；他の産地は過去の文献からの引用），Motomura 

and Uehara (2020)（沖永良部島），小枝（2020）（大隅半島

東岸），和田ほか（2021）（徳之島），および下瀬（2021）（八

重山諸島，詳細な産地不明）．これらの内，Koeda et al. (2020)

がモノノケトンガリサカタザメと同定した Temminck and 

Schlegel (1845)，山田ほか（2007），財団法人鹿児島市水族

館公社 (2008），および公益財団法人鹿児島市水族館公社

（2018）は，本研究でもモノノケトンガリサカタザメであ

ることが確認された．一方，Kamohara (1964)，道津・冨

山（1967），および波戸岡ほか（2013：和歌山の記録）には，

同定の根拠となる記載や写真が掲載されておらず，本研究

ではこれらの報告がトンガリサカタザメかモノノケトンガ

リサカタザメであるか特定することが出来なかった．

なお，Jordan and Fowler (1903)が敦賀から報告した個体

（USNM 51356）は，体と胸鰭に明るい白色あるいは灰色

の斑，胸鰭の基部に 1黒色斑があるという記載からトンガ

リサカタザメであると考えられる．しかし，彼らが報告し

た尾道，広島，および博多の個体は記載がなく，標本も残

されていないため，同定の確認はできなかった．本研究に

よる再調査から，これら以外の記録は，確かにトンガリサ

カタザメを報告したものであることが確認された．

したがって，トンガリサカタザメの国内における確か

な分布記録は，福井県の敦賀，東シナ海，大隅半島東岸，

奄美群島の徳之島と沖永良部島，沖縄島，および八重山

諸島であり（Jordan and Fowler, 1903；石原，1997；石原ほ

か，1999；三浦，2012; Motomura and Uehara, 2020；小枝，

2020；和田ほか，2021；下瀬，2021），加えて本研究で新

たに奄美大島からもトンガリサカタザメが確認された．さ

らに，本種の奄美群島における記録は，いずれも水中写真

に基づくものであるため，本研究で記載した標本は奄美群

島における本種の標本に基づく初記録となる．

モノノケトンガリサカザメは日本本土（千葉県，長崎県，

および鹿児島県本土）に生息するが，トンガリサカタザメ

は琉球列島を中心に生息すると考えられる（敦賀の個体は

対馬暖流による偶来記録と思われる）．
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れた．本研究の一部は公益財団法人日本海事科学振興財団

「海の学びミュージアムサポート」，JSPS科研費（20H03311・

21H03651），JSPS研究拠点形成事業－ Bアジア・アフリ

カ学術基盤形成型（CREPSUM JPJSCCB20200009），およ

び文部科学省機能強化費「世界自然遺産候補地 ･奄美群島

におけるグローカル教育研究拠点形成」の援助を受けた．
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